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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：米国若手研究者招へい（日米協会） 

 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，米国より大学院生

5名が各々の日程で日本研究のため来日しました。各地の大学や企業，国立国会図書館

などで研究に励み，幅広く日本を理解する機会を持ち，各々の関心事項や体験について

SNS を通じて対外発信を行いました。また，報告会では訪日経験を活かした，帰国後の

アクションプラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 

米国：5名  

 

【訪問地】 

東京都（5名），京都府（3名）， 兵庫県（2名），青森県（1名），岩手県（1名），秋

田県（1名），宮城県（1名），福島県（1名），新潟県（1名），福岡県（1名），香川

県（1名），熊本県（1名），鹿児島県（1名） 

 

２．日程  

カリフォルニア大学学生 

6 月 23 日(土) 【来日】 

6 月 25 日(月) 【オリエンテーション】 

6 月 26 日（火）～7月 26 日（木） 

 【研究】武蔵大学および国会図書館をメインに研究資料の収集 

7 月 17 日(火) 

 

【意見交換】日米協会プログラム「ＮＧＲＴ」，日本人および米国

人と日米についてディスカッション 

7 月 27 日(金) 【成果報告会】日米協会 

7 月 30 日(月) 【離日】 

 

ハーバード大学学生 

5 月 21 日(月) 【来日】 

6 月 2 日(土) 【オリエンテーション】 

6 月 4 日(月) 宮城県へ移動 

6 月 5 日（火）～ 7月 27 日（金） 

 【研究】仙台を拠点に調査 
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7 月 27 日（金） 東京都へ移動 

8 月 9 日(木) 【成果報告会】日米協会 

8 月 11 日(土) 兵庫県へ移動 

8 月 13 日(月) 【研究】インタビュー実施 

8 月 18 日(土) 【離日】 

 

シカゴ大学学生 

6 月 1 日(金) 【来日】 

6 月 2 日(土) 【オリエンテーション】 

6 月 4 日(月) 京都府へ移動 

6 月 5 日（火）～8月 8日（水） 

 【研究】京都大学付属図書館を中心に研究調査 

8 月 9 日(木) 東京都へ移動 

 【成果報告会】日米協会 

8 月 9 日（木）～ 8 月 15 日（水） 

【研究】国立国会図書館にて調査 

8 月 16 日(木) 【離日】 

 

カリフォルニア大学学生 

7 月 1 日(日) 【来日】 

7 月 5 日(木) 【オリエンテーション】 

7 月 7 日(土) 鹿児島県へ移動 

7 月 7 日（土）～ 8月 28 日（火） 

 

8 月 28 日（火） 

【研究】各都市を周りマクロビクスについて調査 

東京都へ移動 

8 月 29 日(水) 【成果報告会】日米協会 

8 月 31 日(金) 【離日】 

 

ハーバード大学学生 

9 月 10 日(月) 【来日】 

 【オリエンテーション】 

9 月 11 日(火) 京都府へ移動 

9 月 12 日（水）～9月 25 日（火） 

 【研究】京都および淡路島で研究 

9 月 26 日（水） 

9 月 29 日(土) 

東京都へ移動 

【研究】国立音楽大学にて特別講義を実施 

10 月 2 日(火) 【成果報告会】日米協会 

10 月 5 日(金) 【離日】 
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３．プログラム記録写真  

カリフォルニア大学学生 

  

【研究】研究資料の収集 【研究】デモ参加者と政治について意見交換 

 

ハーバード大学学生 

  

6/20【研究】非営利団体「イコールネット仙

台」代表にインタビュー 
6/28 【研究】被災地大川小学校視察 

 

シカゴ大学学生 

  

6/10【研究】研究対象のフランソア喫茶室 8/9【成果報告会】日米協会 

 

 

 



 

4 

カリフォルニア大学学生 

 
 

7/4 【研究】櫻澤如一資料室スタッフへイン

タビュー 
8/29 【成果報告会】日米協会 

 

ハーバード大学学生 

 
 

9/23 【研究】田中正平の子孫と面会 9/29 【研究】国立音楽大学にて特別講義 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日米協会の支援がなければ，この研究を実施することができませんでした。来日に先

立ち，研究プロジェクトをハーバード大学の教授 3 人から承認して頂き，期間中のタスク

が決まりました。毎週のレポートを書くことで，考えを整理し，タスクを整理するのに役

立ちました。助成金のおかげで，東北，関東から関西まで研究対象者にインタビューする

ことができました。14 人もインタビューできるように長期間日本に滞在しなければなりま

せんでしたが，助成金のおかげでその滞在が可能でした。 

 プログラムを改善させるために，私は一つ提案をします。プログラムが始まる前に受賞

者に日米協会の期待をできるだけ明確にして頂きたかったです。自分の研究計画を申請書

に詳述し，選んで頂きましたので，日米協会の皆様がその計画を把握されていたかと思い

ました。しかし，報告会では，日米協会の皆様が私の計画を良く理解していないことに気

付きました。私は研究プロジェクト(Socio-economics and Subculture in Japan)をもう一

度説明しなければならないように感じました。 

 

◆ この夏，様々な研究資料を取り集めることができ，とても有意義でした。今まで京
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都に長期間滞在をしたことがなかったので，社会的・文化的・地理的な事がよく理解で

きていませんでした。しかし今回の経験を通し，京都の文化的・社会的・地理的なこと

を理解できるようになり，また研究に対する自信を持てるようになりました。 

私はこの奨学金プログラムにとても満足しました。約 2ヶ月間自由に研究できるとい

う奨学金プログラムは，他の日本研究奨学金にはないと思います。滞在期間や自由に活

動できる環境は，研究を進める上でとても大切だと思います。 

 

◆ 日本での研究に惜しみない支援を頂きとても感謝しております。アメリカ人学生が

日本で研究をし，また日本人学生がアメリカで研究（米国研究助成プログラム（日米協

会主催））をし，相互に交流ができることはとても素晴らしいことだと思います。 

 また，事務局で実施した報告会では，協会会員と交流ができとてもいい経験になりま

した。スケジュールを自由に調整できることや支援額は，論文を完成させるうえで必要

不可欠なものでした。 

 

５．参加者の対外発信 

  

都庁で研究のための情報を収集後，都庁展

望台へ。 

研究の合間に日本文化に触れました。 

（根津美術館） 

  

当プログラムで来日して，これから活動す

る内容を発信しました。 

仙台から東京に戻り，インタビューや資料

調査などをしました。 
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マクロビの研究の為常に食事はマクロビ

レストランに行き，シェフにインタビュー

を行いました。（久留米市） 

盛岡のマクロビレストランにて。 

  

研究対象の中井正一氏が通っていた喫茶

にて。 

純正調オルガンの紹介 

 

６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

今回の研究の成果を，Association for Asian Studies や Western Conference of the 

Association for Asian Studies などのいくつかの学会で発表する。 

サンディエゴを拠点とする日米関係の団体に，今回の経験を共有する。 

2018 年 9月 18 日まで：インタビューと書き写しとコーディング，論文概要を完成 

2018 年 12 月 1日まで：論文の第一原稿を完成させ，博士課程プログラムに申請 

2019 年 2月：ハーバード東アジア協会の学会での研究について発表 

2019 年 3月：ハーバード大学に論文を提出 

2019 年 5月：学術誌に掲載論文を提出 
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・今後は京都学派の研究（論文の第１のセクション）を継続する。 

（この夏の研究では，殆どを第１セクションの第 1章（京都学の伝統的なメンバー（西

田幾多郎，田辺元と和辻哲郎）の研究）と第３章（中井正一と彼の同人雑誌のメンバ

ーの研究）を集中的に取り組んだ。） 

・この秋再び京都に戻り第１章と第３章を完成する。 

・その後，第２セクションの研究を行う。（主に文学と美術史の分野を研究調査） 

・今年 10月，ノースカロライナ州の大学で研究発表予定。 

（トピック：ヴェジタリアンとマクロビオティック考え方の違いについて）。 

・マクロビオティックについてのインタビューを継続する。 

・修士論文の作成。 

・研究に関係する写真，メモ，録音したものを整理する。 

・研究結果を要約し，指導教授と話し合う。 

・3月末までにチャプター4＆5を完成させる。 

・以下のいくつかのサイドプロジェクトの資料が十分にあるかを判断する。 

 -明治期における西欧の音楽家 

 -1930年代から 1945年の日独の音楽交流 

 -ドイツ系ユダヤ人芸術家（レオニード・クロイツァー，ブルーノ・タルクト）と 

反ユダヤ主義の台頭する 1930年代のドイツ人協力者立ちとの交流 

 


